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トン :6919百万 トン､輸送 トンキロ:5599億 トンキロ)まで増加傾向であるが､平成 4
















自動車 ◆少量 .中量商品の短距離輸送では運賃が割安で経済的ドアツードアの一貫した サービスが提供でき他の輸送機関に比較してサービスレベルが高い自由な配車設定､弾力的な輸送が可能 ◆長距離では運賃が割高
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2.2.5 トラック運送事業者の経営規模
表 2.4に平成 11年度(1999年度)の資本金別 トラック運送事業者数を示す 3).全体で
52,119社の中で､資本金 1000万円以下が30,209社､66%であり､ほとんどが中小零細
事業者である｡
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の単位あたり営業収入は､全体では一社平均で､97年 :276M円､98年 :268M 円､99
午 :270M 円とバブル崩壊後低下傾向にある｡特に､事業者数の 40%(2万社)以上を占め
18
る10台以下の企業では､一社平均で､97年 :72M円､98年 :76M 円､99年 :65M 円
と低下傾向が大きい｡実質的な運賃の低下が続いており､事業者の増加による競争激化が､
不況による輸送量の低迷と共に､背景にあるものと考えられる｡次に経常利益率を見ると､
全体では一社平均で､97年 :0.8%､98年 :0.8%､99年 :1.4%と僅かではあるが黒字と
なっている｡しかし､事業者数の40%(2万社)以上を占める10台以下の企業では､一社平
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推進本部が 1995年 2月に決定した ｢高度情報通信社会推進に向けた基本方針｣を受け､
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研究事例が報告されているo 計画システムを開発した〇°一日のオーダ数が 10,000件の配車配送計画になると並列効率の低下が問題となった○並列効率低下 改善する手法を提案し､配車配送計画のシミュレーションを実施し有効性を考察する○
配送拠点の統 従来は配送コス トのみを考えた配 配送拠点の統廃合､共同配送-展開
廃合､共同配送 車配送計画が主であったo工場の製造コスト､物流センタの拠点コス トを総合的に考えて輸配送計画を行い､配送拠点の統廃合､共 するため､製造コス ト､拠点コストの検討 を総合的に評価する輸配送計画を開発し oシミュレーションを行いコス ト低
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運 転 日 報
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作 ;罵 椎 名 場所名 到着特別 出発時別 作売時闇 ･,二.;~芸 走 行声巨耶(km) 品 種 個 敢 ･= ≡ 河生名
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伴 ?,
(a)運転日報(帳票)
giiiiiE:≡ ≡;;些 _ ;出 書I#l:巻
分 140Kn2 mt⊂D r8O Tl6一 1
1., I
A.l.tlnNFI .Ll l■ 】 Jl
1 lliI1.
玉.iEEil


















































α (秒) 1 30 60 180
導入効果を算定するため､日報の各記入項目に対して従来と本機能での作成時間を測定
した｡トー タルで平均 15分かかっていた時間が平均3分となり､一人 1日で12分間作業
時間が削減された(80%減)｡月の平均出勤日数は 20日であることから､一月で 4時間作

























1)L > R 目的地未着
2)L - R 目的地到着








































































































































































到着自動認識半径 300m loom 30m
目的地の自動認識率 (%) 100% 100% 95%
(30/30) (15/15) (58/61)
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表 4.2 実 車 走 行 実 験 区 間 の 諸 元
場 所 国 道 6号 線 上 り方 向 (日 立 市 内 )
区 間 諏 訪 五 重 路 - 大 沼 (約 4.5km)
走 行 期 間 1999.12.ー5- 2000.ll.30
表 4.3 予 測 区 間 定 義
参 照 区間 予測 区間
区間 1 580m 840m
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表は､区間 1､区間 2､及び合計での正答率を示している｡ここで正答率とは､実測 ･予
測ともに順調とした個所と､実測 ･予測ともにどちらかで混雑 ･渋滞とした個所の全体に
対する比率を求めた結果(表4.4上､中段の太線囲み部分の合計)であり､予測が概ね正し



































































































































































































ハOターン番号 第-通過点 第二通過点 第三通過点
1 A2 B1 C1
2 A2 B1 C2
3 A2 B2 C1
4 A2 B2 C2
5 A2 B3 C1
6 A2 B3 C2
7 A2 B4 .C1



























































6:00 9:00 12:00 15:00 18:00
Time

























































































































まず､1999年 3月 3日 (水)の早朝から深夜にかけて､国道 10号白滝橋北(Al)から宮
崎(A2)までの5710mの区間 (図5.8参照)について評価を行った｡























400 60 80 100C 120 1400 1800 1800 20(XI 220 00
時村
図5.12推定方法別 5分毎評価グラフ(1999年3月3日)
表 5.3 所要時間推定方法別柵度評価結果 (1999年3月3日)
AVt 感知器 方法 1 方法2
17'-均誤差 177sec 160see 152sec 118sec
平均誤 率 12_5% 12.1% 10.6% 8.9%
平均誤 辛(RMS) 16.8% 15.6% 13.7% ll.9%
故人誤差 732sec 712sec 564see 384sec






● 一 方法2+ p-.-+
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図5.13推定方法別 1日平均誤差評価グラフ(1999年2月 16日～3月4日)
'一.●-AVⅠ
500〈 4O-I諾 3官許212′ → ｢一一番知器
j一一◆一方法1







































区間1 区間2 区間3 区間4
10:00 5分 . 5分 5分 10分
10:05 5分 ●◆.▲5分 ...A 10分 10分










寺間帯 7:00- 7:05- 7:10- 7:15-
リンク O. 7:04 7:09 7:14 7:19
リンク1 45 38 37 35
リンク2 (29) 14 20 25
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被験者 性別 年齢 被験者の主観運転特性 加速度歪度 走行回数平均 標準偏差
A 男 40代 加速､減速ともにきびきびしている -0.124 0.255 138
B 男 20代 やや急減速が多し_､ -0.307 0.312 65
C 男 20代 普通 -0.115 0.279 19
D 女 30代 加速が遅く､減速が急で危ない -0.563 0.283 39





































加速度の平均志測 ･珊 瑚 神職 や-叫 か 恒 l伊時定数坤 河一再明輝 定数-O




















































































































































































急加減速を行っているときを 1､異常速度むらのときを 1とした和の時系列を示す (0-3
の値を取る)
135



























































































? ? ? ?
前 後 前 後
?
後 前 後 前 後 前 後
A (51歳) B (37歳) C (43歳) D (不明)










































前 後 前 後
I:-_▲こ
前 後 前 後 前 後 前 後
A (51歳) B (37歳) C (43歳) D (不明)
図6.12平均 ･最高速度(km/h)と速度違反時間割合 (%)
139
国 EB 欄 度
⊂】E= 義幸速度
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I:.サライザ 一針 ≡- 塞 ･≡C亘4.台車上 ･中辛不明.辛
平均 .最高速度 ○ △ ○ ○
速度違反時間 割 合 × △ × ○
急加速 .急減速回数 △ △ ○ ○
運転傾向 △ △ △ △






































2) 自動車事故対策センター :運行管理者基礎講習テキス ト,政府出資法人 交通事故対
策センター,2000
3)矢崎デジタルタコグラフ:hq)A./W .wbs.ne.iDrbt～azaki-keiso/




















































































配朝 出計画システム ー l 一 声｣ ､ 一一÷ -J
GⅠS (地図情報システム) lマンマシンインタ フー ェー ス
勅 封ヒシステム
･図7.3システム機能構成
図7.4に配送計画ガン トチャー ト､図7.5に配送計画ルー ト地図を示す｡
































Ⅹ ′ : トラックJの配送ルー ト-の顧客の割り当てと訪問順序を示す数列














































































































































































































テムは EIA(ElectroniclndustriesAliance)規格に準拠す る外形を有す る小型の
SMP(SymmetricMultipleProcessor)サーバを基本コンポーネントとしている｡ 日立の





















バ を実装 で き る
図 7･15 内 部構造 :SMPサーバ と高速バ スの実装状況
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RidgeNationalLaboratory)のプ ロジェク ト ｢異機種混合 分散 メモ リ型計算
(HeterogeneousDistributedComputing)｣のひとつであり､ネットワーク上のマシンを
一つの並列マシンとして利用するためのライブラリである｡つまりクラスタシステムでの
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(f) BUS :100M bps








図 7.22に,目的関数 と動作時間の推移結果を単純 GA:1CPU(SGA)と新手法 GA:
図 7.22 実行時間10分(600秒)での効果検証
16CPU(nGA)のケースについて示す 14)0 16CPV(nGA)は､今回開発した新手法GAモデル
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輸入に依存しているため､製造 ･物流の トー タルコス トが円のレー トや原油の国際相場に













































































































同社の 1995年度の総物流費は840億円で､そのうちロー リー 運送費は280億円を占め
る｡本システムにより､配車要員を60名から30名に半減した｡配車の効率化でロー リー
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T - ∑∑∑ Tj,k･Gy,k･6j(Sy)
k=lj=ly=l
K I Y
B - ∑ ∑ ∑ B j ･Gy,h･ dj(Sy)h=lj= ly= l
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dj(S y ):=1;オーダ番号Yが出荷基地 jを使用する時
=o;その他の場合

































































オーダ尊卑 配達先 オーダ敦JL(也) 摘 定1出荷■叢洩.A l㍉ C 也 A L書 令
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iiヾ書製造コスト/翰送コスト (円/kg) 妻 i
ぎ基妻l地】i 一仙lW轟品名商品各警 繁藤雷名商品名喜商品名商品名a ib e f g 基地コスト(円/ トン)庵 警 誉番 号 fE‡Pコスト皇PコストPコストPコストPコストPコストPコスト
巨コスト iTコスト喜丁コストTコスト･コストiT3ストTコスト
幸 Lい .50 一.42巨 80 1.40巨 50 1.50亘 50 す2 1
i lo 0 ~0 0- 妻8. 毒8 言o
書き一.20-妻 0.80, 0.92 1.25 to.90書0.90! 一.50呈 2
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配送先基地 1 2 58
A 10 10 30
B 60 50 30
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ケース番号 1 2 3 4
項目 現状分析 コスト最小 拠点統廃合 共同化
総コスト(万円) 870 740 680 570
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